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議
員　

多

世
代
交
流

が
目
的
の

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

「
さ
く
ら
パ
ル
」
の
利
用

状
況
と
、
施
設
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
生
か
さ
れ
、
市
想

定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
か
。

市
民
生
活
部
長　
11
月
末

ま
で
の
４
つ
の
貸
室
の
利

用
者
数
は
８
千
人
を
超
え

た
。
利
用
者
同
士
の
交
流

は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
多
世
代
交

流
が
積
極
的
に

図
ら
れ
て
い
る

か
、
把
握
は
で

き
て
い
な
い
。

議
員　

公
共
施

設
を
網
羅
し
て

い
る
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

バ
ス
の
ル
ー
ト

を
「
さ
く
ら
パ

ル
」を
通
る
ル
ー

ト
に
変
更
で
き

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　

今
後
の
西
循

環
ル
ー
ト
変
更

時
に
検
討
す
る
。

議
員　
施
設
の
場
所
が
わ

か
り
に
く
い
の
で
、
施
設

の
存
在
を
し
っ
か
り
ア

ピ
ー
ル
し
、
周
知
徹
底
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　
都
市
景

観
条
例
を
踏
ま
え
看
板
増

設
等
を
検
討
し
、
さ
ら
に

は
「
さ
く
ら
パ
ル
通
信
」

の
配
布
先
拡
大
な
ど
、
施

設
の
周
知
に
取
り
組
む
。

議
員　
本
市
の
犯
罪
発
生

状
況
が
埼
玉
県
下
に
お
い

て
ワ
ー
ス
ト
３
位
ま
で
上

が
っ
て
き
て
い
る
が
、
犯

罪
を
減
ら
す
た
め
の
取
り

組
み
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　
犯
罪
は

自
転
車
盗
、
オ
ー
ト
バ
イ

盗
が
多
い
た
め
、
対
策
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
犯
罪
減
少
の
た
め

「
犯
罪
ゼ
ロ
の
日
運
動
」

な
ど
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

▶
新
曽
南
多
世
代
交
流
館「
さ
く
ら
パ
ル
」の
音
楽
練
習
室

オ
ー
プ
ン
後

       

約
８
カ
月
の
現
況
は

「
設
置
目
的
に
合
っ
た
一
定
数
利
用
あ
り
」

熊
木 

照
明 

議
員

さくらパル

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、12月３日から５日まで及び８日の、

４日間をかけて、18人の議員が一般質問を一問一答
方式で行いました。ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。一般質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ご覧いただくことができます。
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市
内
の
犯
罪
発
生
状
況
は

海
外
留
学
奨
学
基
金
条

例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

数
が
約
４
パ
ッ
ク
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、
紙
お

む
つ
が
余
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
と
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
正
な
利
用
の
観

点
も
含
め
て
限
度
数
を

５
パ
ッ
ク
と
し
た
。

大
幅
カ
ッ
ト
と
費
用
負

担
増
大
に
反
対

①
支
援
金
を
支
え
に
し

て
き
た
介
護
家
庭
の
意
向

も
聞
か
ず
、
一
挙
に
３
分

の
１
に
大
幅
に
カ
ッ
ト
す

る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な

い
②
紙
お
む
つ
等
支
給
事

業
に
つ
い
て
、
市
民
要
望

の
高
か
っ
た
入
院
中
の
紙

お
む
つ
代
の
助
成
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
等
は
評
価
す

る
が
、
一
般
家
庭
に
お
い

て
は
利
用
料
負
担
の
値
上

げ
、
さ
ら
に
支
給
パ
ッ
ク

数
の
限
度
を
削
減
す
る
二

重
の
改
正
で
あ
り
、
費
用

負
担
が
増
大
す
る
③
は
め

ら
れ
た
枠
の
中
で
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
予
算
を

捻
出
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

当
然
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を

切
る
方
向
に
行
か
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
制

度
の
検
証
を
す
る
こ
と
な

く
、
市
の
財
政
的
な
理
由

で
一
気
に
削
減
と
い
う
や

り
方
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

反
対
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能

と
す
る
た
め
に
必
要
な

改
正戸

田
市
に
お
け
る
介
護

給
付
費
総
額
は
、
介
護
保

険
創
設
当
時
の
11
億
円
に

比
べ
、
25
年
度
末
に
は
46

億
円
と
な
っ
て
お
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

も
４
・
２
倍
と
増
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
75
歳
以
上

の
人
口
が
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
中
、
在
宅
要
介
護

高
齢
者
介
護
支
援
金
制
度

を
、
金
額
は
削
減
し
な
が

ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

内
容
を
継
続
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
こ
と
は
、

他
市
の
状
況
と
比
較
し
て

も
評
価
で
き
る
。
ま
た
、

紙
お
む
つ
等
支
給
事
業
も
、

多
数
の
利
用
者
が
５
パ
ッ

ク
以
内
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
要
望
の
あ
っ
た
、
入

院
者
に
対
す
る
現
金
支
給

と
い
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
さ
れ
る
。
今
回
の

改
正
は
、
本
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
考
慮
し
つ

つ
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
に

必
要
な
改
正
で
あ
る
と
評

価
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

産
科
医
療
保
障
制
度
の

見
直
し
に
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
と
し
て
産
児
１

人
に
つ
き
39
万
円
を
支
給

し
て
い
た
も
の
を
40
万
４

千
円
に
改
め
、
葬
祭
費
と

し
て
死
亡
者
１
人
に
つ
き

８
万
円
を
支
給
し
て
い
た

も
の
を
５
万
円
に
改
め
る

も
の
で
す
。

竹
内 

正
明
議
員

賛成討論

花
井 

伸
子 

議
員

反対討論

質　
疑

Ｑ
葬
祭
費
を
減
額
す
る
に

至
っ
た
理
由
は
。

Ａ
戸
田
市
の
国
保
財
政
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
法
定
外
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
い
る
現
状

か
ら
、
少
し
で
も
歳
出

の
抑
制
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
と
判
断
し
た
。

さ
ら
に
、
県
内
市
町
村

の
支
給
額
は
、
本
市
以

外
の
全
て
の
市
町
村
国

保
で
５
万
円
の
支
給
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
20

年
度
に
創
設
さ
れ
た
、

75
歳
以
上
の
方
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
い
て
も
、
葬

祭
費
は
広
域
連
合
に
お

い
て
５
万
円
と
統
一
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
葬
祭
費
の
減
額
の

判
断
を
し
た
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
葬
祭
費
８
万
円
を
維
持

す
べ
き
と
し
て
、
反
対

が
あ
り
ま
し
た
。

戸
田
市
海
外
留
学
奨
学

基
金
は
、
前
途
有
為
な
青

年
を
育
成
す
る
た
め
、
市

内
在
住
の
篤
志
家
か
ら
１

億
円
の
寄
附
金
を
い
た
だ

き
、
昭
和
52
年
度
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。
海
外
の

大
学
に
留
学
す
る
人
に
奨

学
資
金
及
び
渡
航
費
用
を

給
与
す
る
制
度
に
つ
い
て
、

基
金
の
利
息
で
運
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
低

金
利
状
態
や
本
制
度
の
申

請
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

こ
こ
２
年
程
度
で
利
息
を

使
い
切
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
原
資
を
取
り

崩
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

改
正
す
る
も
の
で
す
。
給

与
制
度
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
で
、
今
後
20
年
程
度
、

制
度
を
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
基
金
残
高
を
使
い

切
っ
た
時
点
で
事
業
を
終

了
す
る
方
向
性
で
い
ま
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

全
員
一
致)

給
与
改
定
等
に
伴
う
人

件
費
の
精
査
、
及
び
そ
れ

に
伴
い
財
政
調
整
基
金
積

立
金
を
増
額
す
る
な
ど
の

補
正
で
す
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

21
対
４)

※
財
政
調
整
基
金
積
立
金

を
増
額
す
る
こ
と
に
賛

否
両
論
が
あ
り
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

羽
富　

正
晃
氏(

再
任)

《
結
果
》

同
意(

全
員
一
致)

【
不
採
択(

１
件)

】

▼
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
に
関
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願

【
取
り
下
げ(

１
件)

】

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
請
願

【
継
続
審
査(

新
規
提
出
分)

】

○
国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
等
を
求
め
る
請
願

請
願
の
結
果

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

教
育
委
員
会
委
員


